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督 ･主演した短編 『ザ ･ハイ ･サイン』(rnleHighSign,1921)17に見られる｡そのクライマ
ックスでは,2階建ての家でそれぞれの階が二部屋になっていて､四つの部屋がさまざま
な隠しドアでつながっているという設定で､悪人たちとキートンとの追いかけっこが展開
される｡ここでは画面が四つに分割されるセットが作られており､少し大がかりな舞台装
置を見ているような印象を与える｡これはあまり映画らしくないと言える｡確かに映画の
セットは現実のものとは異なる｡実際の家を使った撮影であるのでなければ､部屋のセッ
トは､舞台の場合と同じように部屋が四方を壁で囲まれていることはないし､多くの場合
天井もない｡しかし､映像の中にはそういった不完全な部分が写らないようにされる｡シ
ョットの接合は､われわれが現実を見た場合にうけとるイメージとは異なるものをイメー
ジを作り出すが､個々のショットでは､われわれが現実に特定の視点から見た場合に見え
るのと同じようなイメージを与えるよう工夫される｡舞台演劇ではさまざまな約束事によ
って､現実には対応していなくとも､現実に対応するものとして観客が把握することが要
求されるが､映画の場合には､そうした約束事を受け入れることを観客に意識させないよ
う工夫されるのが普通だ｡それゆえ､舞台装置がそのまま映像として示された場合には､
違和感を感じざるをえない｡
17キートンが最初に監督･主演した作品であるが､彼が気に入らずに一年近くお蔵入りしていた
作品である｡
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映画が作り出すイメージは､必ずしも現実の忠実な模倣ではないOモンタ一ジュなど映
画独白の表現技法を通じて､現実的な出来事であれ､非現実的な出来事であれ､リアルな
イメージを観客に与えるOしかし､それは現実とは異なる特別な約束事をわざわざ了解し
てくれる観客に対してのみ有効なものではない｡それはわれわれの日常的な動きの把握の
仕方に依拠しているがゆえに､取り立てて努力を要することなく受け入れられている｡映
像がE]常生活の一部､あるいはその大きな部分を占めるようになっている現代においては､
もはや映像と現実の速いすら意識されなくなっている｡映画はフイルムの中で独自の世界､
独自の秩序を作り上げる｡
スラップスティック･コメディでは､最後にちょっとしたギャグを入れて終わる場合が
多いが､『探偵学入門』は､映画と現実との違いを際立たせるようなギャグで終わる｡主
人公は､上映中の映画をまねて,少女に対してラヴ･シーンを自ら演じ､指輪をはめる｡
ところが､すべては映画のようにはいかない｡映画では時間の経過が省略される18｡キス ･
シーンのすぐ後で､赤ん坊をあやすシ←ンになってもなんら不思議はない｡結婚したなら
ば子供が産まれるであろうということはありそうなことであり､その間の出来事が省略さ
れてもなんら不自然を感じないし､ことさらその間のことを説明する必要もない｡しかし､
現実の世界では省略することはできず､奥手の主人公は映画と現実とのギャップに戸惑わ
ざるをえない｡
われわれは映画を見ても､何の疑問も感じることなくそれを現実の ｢写し｣(ミ-メ-
シス)として受け取る｡けれども､キートンは映画の中の現実とわれわれの生きている現
実との差異､ズレを巧みに利用してギャグにしたてあげた｡そのことによって 『探偵学入
門』は映画の独自性をあらためて考えるよい手がかりを与えてくれていると言える｡
(京都市立芸術大学非常勤講師)
18 『酋長j(nePaleface,1921)の最後では､こうした映画での時間経過の省略を逆手に取ったギ
ャグが見られる｡キ-トン演じる主人公が酋長の娘と一緒になり熱烈なキス.シー ンで静止すると､
｢二年後｣という字幕が入るのだが､それに続く最後のショットは直射のキス･シ-ンとまったく
同じなのだ｡
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